
令和７年度第１回札幌方面手稲警察署協議会議事概要

１ 開催日時

令和７年６月26日（木）午後４時00分から午後５時30分

２ 開催場所

手稲警察署３階大会議室

３ 出席者

⑴ 協議会委員９人（定員10人)

会 長 佐 藤 隆 司

副 会 長 岩 立 明 彦

副 会 長 田 村 伸 也

委 員 丸 山 克 子

委 員 冨 田 晴 喜

委 員 中 村 淳 子

委 員 佐々木 陽 子

委 員 高 杉 浩 一

委 員 新 山 芽 依

⑵ 手稲警察署員 14人

署 長 佐 藤 厚

副 署 長 髙 島 司

刑事生活安全官 平 池 充

地 域 交 通 官 武 野 哲 兵

会 計 課 長 水 島 寛 人

留置管理課長 浅 井 鋼太郎

生活安全課長 江 岸 靖 博

地 域 課 長 渡 邊 敬 司

刑 事 １ 課 長 白 川 史 彦

刑 事 ２ 課 長 山 越 雅 史

交 通 １ 課 長 中 川 隆 博

警 備 課 長 菊 地 慎 也

警 務 課 長 櫻 本 欣 哉（事務局）

警 務 係 長

４ 議事進行内容

⑴ 開会

⑵ 協議会会長、署長あいさつ

⑶ 議題協議

交通事故の現状と対策について

⑷ サイクルシミュレーター体験



⑸ 閉会

５ 委員からの意見、提言等

【委員】

自転車や歩行者に対して、交通安全指導をどのように実施しているのか教えてほ

しい。

【警察】

交通課が中心となり、通勤時間帯やパトロール中に危険な行動をする歩行者や

自転車に対して、声かけを実施して注意喚起や指導をしている。

【委員】

運転手が横断歩道上の歩行者を見落としてしまう事故があるが、交差点付近にお

ける横断歩道の設置位置について基準というものはあるのか。

【警察】

設置基準について明確な規定はないが、設置しようとする場所の交通情勢や地域

の特性等を考慮し、総合的に判断して設置している。

【委員】

手稲区だけの問題ではないが、北海道と東京では自転車のマナーに関して大きな

違いがあるように感じる。

北海道は基本的ルールがあまり守られていない感じがするが、手稲警察署ではど

のような対策をしているのか教えてほしい。

【警察】

北海道は道路や歩道の幅も東京と比較すると広いため、全体的に自転車のスピー

ドも速く、歩道を走行する自転車もいまだに多い状況にある。

そのため自転車が関係する交通事故も増加傾向にあり、基本的ルールの指導も

行っているところではあるが未成熟と感じているため、今後も大きな課題と捉えて

取り組んでいく。

【委員】

参考までにお話しするが、例えば救急車が緊急走行中にもかかわらず、低速で走

行しているのを見たことがあると思う。

、 。その時は 車内で患者の蘇生措置などの処置を行っている場合が多いためである

また、サイレンは前方には響くが、横や後ろには響きにくいという特性があると

いうことを車を運転する際の参考としてほしい。

【委員】

外国人に対してはどのような交通安全指導を行っているのか。

【警察】

外国人留学生や技能実習生等に対しては、各事業所と連携して交通安全講話を実

施している。



また、ドライバーに対しては、例えば一時停止に関していうと、日本と海外では

道路標識の形状も違うので理解されにくいのが現状である。

そのため 「ＳＴＯＰ」という英語表記を追加した新たな標識の設置も増やして、

、 、 「 」 。対応しており さらに 道路標示にも ＳＴＯＰ と表記するよう工夫をしている

【委員】

子供に対してどういった交通指導を行っているのか教えてほしい。

【警察】

小学生などについては、警察が直接小学校に赴いて、交通ルールの基本について

の講話・指導を行っている。

【委員】

今、子供の話が出たが、幼稚園児は送迎バスや保護者による送迎が多いため、

なかなか身をもって経験する場面が少ないのが現状である。

子供の特性というのは千差万別であり、画一的な指導をしても効果が薄いので、

その場に居合わせた大人がその都度注意するなど、社会全体の大人の問題として

捉えることが重要だと感じる。

【委員】

春先になると、道路の横断歩道の白線が消えかかっているのをよく目にするが、

特に子供が利用する通学路などは、優先的に補修をするなど考慮してほしい。

６ 次回開催予定

令和７年度第２回警察署協議会の開催日程

令和７年９月中旬を予定


